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有明海沿岸地域における
地域資源としてのルーラリティと商品化
―鹿島市「ガタリンピック」と太良町「カキ焼海道」を事例に―
藤 永 豪
The Commodification of Rurality as Regional Resource
in the Coastal Area of Ariake Sea
―Case Study of “Gatalympic” in Kashima City and “Kakiyaki-Kaido”
in Tara Town, Saga Prefecture―
Go FUJINAGA
要 旨
わが国の農林水産業は、兼業化や高齢化、担い手不足、輸入農・水産物との競合など、多くの課題
に直面している。こうした中、農山漁村の「多面的機能」に対する評価が見直され、ルーラル・ツー
リズムといった言葉に代表されるような、生産的側面以外の機能に注目が集まるようになった。この
ことは、現代の農山漁村を、もはや生産空間としてのみ理解することができなくなったことを示して
いる。
本稿は、こうした「ポスト生産主義」下における農山漁村の動向とその特徴を明らかにするため
に、佐賀県鹿島市と同県太良町における地域振興のための取り組みを事例に、有明海沿岸地域におけ
る地域資源としてのルーラリティの活用と商品化について考察を行った。その結果、両事例とも、干
潟・浅海という独特な有明海の自然環境とそこに生息する特徴的な生物、そして、これらを基盤とし
た生活文化という地域資源を利用することで、ルーラリティを創り上げ、その商品化を図っているこ
と、また、消費者である都市住民による外部からの「まなざし」との関係性の中で、ルーラリティが
構築されることが明らかとなった。
Ⅰ はじめに
現在、わが国の農林水産業は、海外からの輸入
品との競合やバブル崩壊後の長期にわたる景気低
迷の中で疲弊し、兼業化や高齢化、後継者不足、
就業人口の減少、離農漁の進行など様々な課題を
抱えている。しかしながら、高柳ほか（2010）が
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述べるように、「農林水産業が日本経済全体に占
める位置は大きく低下した」が、その一方で、従
来の「工場誘致やリゾート開発などの外来資本に
依存する形態が行き詰まった」地域経済において
は、ルーラル・ツーリズムに代表されるような新
たな非農林水産業部門に関するサービス提供が大
きな役割を果たしつつある。
実際、農産物や水産物の直売所、農漁家民宿、
農漁家レストラン、その他の農林水産業に関する
各種観光施設が全国各地に設置され、これらを拠
点として、体験活動などの都市と農山漁村の交流
事業が活発化している。こうした動きは、村落本
来の社会的機能が低下する中で、余暇や癒し、歴
史・文化的価値、環境保全などの農山漁村が有す
る多面的な機能を再評価し（田林・藤永 2002）、
これを都市住民に一種の消費財として提供するこ
とで成り立っている１)。
ここで注目すべき点は、農山漁村が提供する
財、つまり商品とは、農産物や海産物などの「モ
ノ」のみではなく、「農山村らしさ」や「漁村ら
しさ」といった「ルーラリティ」であり
（Liepins 2000, Kikuchi and Obara 2005）、「里山」、
「里海」といった言葉で表現される生活の舞台と
しての自然環境や生活様式、民俗文化、景観まで
をも含めたものである。Halfacree（1995）によ
れば、ルーラリティとは、農山漁村地域の生態的
基盤（自然環境・土地・水域・動植物）、経済的
基盤（農林水産業）、および社会的基盤（コミュ
ニティ）の相互関係によって形成される２)。ま
た、高橋（1997，1998，1999）や松井（2010）、
Cloke（1992）が述べるように、こうしたルーラ
リティとは、消費する側である都市住民やメディ
アとの関係性の中で構築されていくこととなる。
そこで、本稿では、以上のような現代の農山漁
村とそれを取り巻く社会経済環境の動向を踏ま
え、商品としての、いわば、消費空間としての農
山漁村の特徴を明らかにするため、有明海沿岸地
域における地域資源としてのルーラリティとその
商品化について考察する３)。
Ⅱ 地域資源としての有明海の自然環境とくらし
今日、有明海を代表する水産物はのりであり、
沿岸漁民の多くが、ノリ養殖業を営む４)。2008年
の漁業センサスによれば、佐賀県域の有明海にお
ける漁業経営体1,218のうち、およそ67％にあた
る819がノリ養殖業を中心とした漁家経営を行っ
ている（表１）。しかしながら、有明海における
ノリ養殖は、1960年代から本格的に広がったもの
であり、それ以前は、多様な漁業形態が見られ
た。
有明海の干満の差は、大潮時に、最大６ｍ、出
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表１ 有明海における主とする養殖漁業種類別経
営体数（2008年）
地 域 等 別
漁業
経営体
総数
海面養殖業を主とする経営体数
のり類
養殖
かき類
養殖
その他の
貝類養殖
小 計
有明海区計 1,218 819 17 19 855
神埼市
千 代 田 7 × × × ×
小 計 7 × × × ×
佐賀市
諸 富 59 59 − − 59
大 詫 間 82 82 − − 82
早 津 江 32 32 − − 32
南 川 副 130 125 − − 125
広 江 74 58 − − 58
東 与 賀 96 76 − − 76
佐 賀 43 16 − − 16
久 保 田 47 14 − − 14
小 計 563 462 − − 462
小城市
芦 刈 105 61 − − 61
計 105 61 − − 61
江北町
江 北 − − − − −
小 計 − − − − −
白石町
福 富 34 29 − − 29
白 石 38 34 − − 34
有 明 70 51 − 13 64
小 計 142 114 − 13 127
嬉野市
塩 田 1 × × × ×
小 計 1 × × × ×
鹿島市
鹿 島 38 29 − − 29
鹿 島 町 23 20 − − 20
浜 63 34 7 − 41
七 浦 89 55 2 − 57
小 計 213 138 9 − 147
太良町
多良本部 24 19 − − 19
太良中央 12 11 − − 11
大 浦 151 6 8 6 20
小 計 187 36 8 6 50
（漁業センサスをもとに作成）
現する干潟の面積は、最大10,000haにも及ぶ。
水深も浅く、佐賀県域の最深部でもおよそ25ｍ前
後しかない。こうした干潟と浅海域からなる有明
海には、ムツゴロウやワラスボ、エツ、ウミタ
ケ、メカジャ（ミドリシャミセンガイ）、モガイ
（サルボウ）、タイラギ、ガザミ、スミノエガキな
どの独特で多様な生物が生息する。沿岸地域の漁
民は、これらの魚介類を捕獲するための、ムツか
け、穴ジャコ釣り、ワラスボ掻き、ガタハゼ、ス
キ（スクイ）、押し網、待ち網、棚ジブ（四つ手
網）、沖合いでのゲンシキ網等による流し網漁、
アンコウ網等による敷網漁、竹ハゼと呼ばれる定
置網漁など、特徴的な漁法や漁具を生み出し、独
自の漁撈文化を築いてきた５)。また、オシマサン
信仰や浮立６)など、くらしにまつわる民俗文化も
一部の地域に残されている。近年では、こうした
有明海沿岸地域の漁撈・生活文化を地域資源とし
て活用し、地域振興に結び付けようとする動きが
見られる。換言すれば、有明海沿岸域のルーラリ
ティを活かした地域おこしである。
有明海沿岸地域のルーラリティを構成する要素
は、前述したHalfacree（1995）を参考に、次の
ように、大まかに整理・区分できるだろう。すな
わち、①干潟・浅海という特徴的な自然環境と②
そこに生息する独特な生物資源、③こうした生態
的基盤の上に成り立ってきた人々のくらしと文化
であり、また、④これらの地域資源が相互に結び
付いた有明海沿岸地域を特徴づけるイメージとも
言える。
次章では、この有明海沿岸地域におけるルーラ
リティの商品化を考えるために、まず、地域資源
の活用事例として、佐賀県鹿島市の観光イベント
である「ガタリンピック」と同県太良町における
カキの炭火焼きをメインとした店舗が集積する
「カキ焼海道」について紹介する（図１）。
Ⅲ 有明海沿岸地域における地域資源とその活用
の事例
１．鹿島市「ガタリンピック」の事例
今では、「豊饒の海」として讃えられる有明海
であるが、かつては、「濁った海」、「干潟の泥」
と、その独特の自然環境から、一般的には必ずし
も良いイメージばかりではなかった。これを逆手
にとって、地域おこしや観光に結び付けたイベン
トが、毎年５月下旬から６月上旬にかけて、有明
海西部に位置する鹿島市で開催される「鹿島ガタ
リンピック」である。ガタリンピックという名称
は、干潟の「ガタ」と「オリンピック」を組み合
わせたもので、文字通り、干潟の上で行われる運
動会である。伝統的な「押板｣７)と呼ばれる干潟
上を移動するための木板に乗っての競争や、干潟
に並べた板の上を自転車で走ったり、ロープにぶ
ら下がり干潟に飛び込む競技など様々な種目が企
画されている（図２，写真１）。
鹿島ガタリンピックの第１回大会は、1985年
に、鹿島市七浦に設置された鹿島市海浜スポーツ
公園（現在の道の駅「鹿島」）のオープン記念イ
ベントとして実施された。当時の青年会議所が中
心となり、地域おこしのための「フォーラム鹿
島」が前年に結成され、このグループが活動の中
心となった。
第１回大会の観客動員数と競技参加者数は、そ
れぞれ約6,000人と約300人で、競技種目数も６種
目と規模は小さかったが、徐々に観客動員数、競
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図１ 研究対象地域
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技参加者数ともに増加し、1990年代前半には、約
５万人の観客が訪れ、2,500人を超える競技参加
者が集まるようになった（図３）。競技種目数も
10を超え、内容の充実が図られた。また、海外か
らの参加者もみられるようになった。1990年代後
半からは、観客動員数、競技参加者数ともに減
少・停滞傾向にあるが、それでも今日まで30年近
く続けられ、１日で２万人以上の観客・競技参加
者を集める地域の一大イベントであり、有明海沿
岸地域の初夏の風物詩として定着している。
加えて、前述した鹿島ガタリンピックの会場で
ある鹿島市海浜スポーツ公園は、1994年４月に、
佐賀県内初の道の駅として登録され、鹿島ガタリ
ンピックの本大会以外でも、修学旅行生や個人観
光客を対象に、道の駅に隣接する干潟での、ムツ
かけや棚ジブといった伝統的な干潟漁撈の体験活
動や環境教育に関するイベントを実施している。
併設された「干潟展望館」では、有明海に生息す
る生物を見ることができる。また、有明海産の水
産物を扱う直売所も設置されており、佐賀県内だ
けでなく、福岡県や長崎県など、北部九州一円か
らの観光客で賑わう。
２．太良町「カキ焼海道」の事例
佐賀県太良町の有明海沿岸部を走る国道207号
沿線には、カキを炭火で焼いて、その場で食べさ
せる店舗が15軒ほど並び、10月から翌年の５月の
連休まで観光客で賑わう（写真２・３）。店内に
は、生け簀が設置され、カキをはじめ様々な魚介
類が並ぶ。客は、その魚介類をカゴ単位で購入
し、セルフサービスで焼いて食べるシステムと
なっている。現在では、こうしたカキ焼きの店が
並ぶ国道207号沿線を「カキ焼海道」と命名し、
観光案内マップを作成するなど、カキを活用した
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図３ 鹿島ガタリンピックの観客動員概数および
競技出場者概数の変化（1985〜2010年）
（鹿島市資料により作成）
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図２ 鹿島ガタリンピックの公式ホームページ
(http://gatalympic.p1.bindsite.jp/より引用）
残念ながら、2011年の第27回大会は、台風の接近
により中止となったが、ホームページには、干潟で
競技を楽しむ人々の様子が掲載されている。
写真１ ガタリンピックの会場となる干潟と押板
（2011年５月筆者撮影）
手前と右手の干潟に並んで積まれているのが押板。
地域おこしが進められている（写真４）。また、
道の駅「鹿島」と「太良」にも、このカキ焼きの
提供サービスがあり、シーズン中は新鮮なカキを
求めて、多くの観光客が集まる。
もともと有明海は、カキの養殖が盛んな地域で
あり、湾奥から東部にかけて、スミノエガキが生
産されていた。しかし、1960年代以降、ノリ養殖
の拡大とともに衰退した。一方、西部の鹿島市や
太良町を中心とする地域では、いわゆる地ガキの
シカメガキが広く分布していたが、粒が小さく、
もっぱらおかず捕り程度の自家消費用でしかな
かった。むしろ、同地域では、カキよりもタイラ
ギ８)やガザミ（ワタリガニ)９)の水揚げが盛んで
あり、特に太良町では、これらの海産物を観光資
源として売り出していた。しかしながら、近年で
は、タイラギ、ガザミともに水揚げ量が減少して
おり、とりわけ、タイラギは、有明海の環境変化
等から漁獲量が激減し、ここ数年間は、断続的に
休漁が続いている（図４）。
このタイラギに代わる漁業・観光資源として注
目されたのがカキである。ただし、前述したよう
に、同町の沿岸海域に生息するシカメガキは、小
さく、成長も遅いため、観光客向けに一定の量を
定期的に水揚げし、販売することは難しかった。
そこで、粒が大きく成長の早い宮城県産の種ガキ
を導入・養殖し、販売するようになった。太良町
におけるカキの養殖は、2001年から2003年までの
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写真３ カキ焼きを楽しむ観光客
（2011年５月筆者撮影）
最初の炭の火おこし以外は、客がすべて自分たち
で行う。
写真４ カキ焼海道の看板 (2011年１月筆者撮影）
太良町北側の鹿島市との境界および南側の長崎県
諫早市小長井町との境界付近に、それぞれ設置され
ている。
写真２ カキ焼きの店舗 （2011年１月筆者撮影）
左手の建物内に生け簀が設置されており、客は好
きな品を選んで購入し、右手の建物で炭火焼きにす
る。その屋上や海側のテラスでも食べられるように
なっている。
試験期間を経て、2004年から本格的に始まった
（図５）。2007年を除き、本養殖開始後、収量、水
揚げ額ともに増加している。当初の参加漁家数と
養殖場の面積も、10戸および0.3haと小規模だっ
たが、2009年にはそれぞれ21戸と40haへと拡大
した。
カキ焼きを提供する店の中には、自家で養殖場
を持つものもあるが、多くは親類や知人の漁師か
らカキを仕入れている。もちろん、カキの生産時
期と量は限られるため、ガザミやサザエなどのそ
の他の海産物もあわせて販売したり、冬季のシー
ズンのみの営業を行う店舗もある。また、カキが
不足する場合には、玄界灘産や長崎産のものも仕
入れるが、１㎏あたりの単価は、太良町産のおよ
そ３分の２程度であり、同町産のカキは高値で取
引されている。
太良町における観光客数および年間消費額は、
カキの養殖と販売が本格化する2005年前後から増
加傾向にあり（図６）、カキを中心とした海産物
の観光資源としての重要性は確実に高まりつつあ
ると言える。
Ⅳ 有明海沿岸地域における地域資源とルーラリ
ティの構築
１．地域資源としてのルーラリティ
前章では、有明海沿岸地域における地域資源の
活用について、鹿島市におけるガタリンピックと
太良町におけるカキ焼海道を事例に述べた。両事
例とも、有明海の自然環境と生物、くらしと文化
という地域資源を活用することで、ルーラリティ
を創り上げ、商品化を図っている点に特徴があ
る。
ガタリンピックの場合は、これまで「泥」や
「潟土（ガタ）」に表象される、いわば負のイメー
ジを持たれやすかった干潟という有明海の自然環
境を、逆手にとり、干潟を舞台としたイベントを
実施することで、観光客の誘致に成功した。参加
者は、干潟の上で、それこそ「泥だらけ」になり
ながら、競技を楽しむ。この「泥だらけ」こそ
が、むしろ、陸上とは異なる非日常的な空間を作
り出し、観光客をガタリンピックに惹き付ける大
きな要因となっている。また、競技では、かつて
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図５ 太良町における養殖カキの収量と推定水揚
げ額の変化（2001〜2009年）
(太良町資料により作成）
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図６ 太良町における観光客数と年間消費額の変
化（1989〜2009年)(太良町資料により作成）
0
100
200
300
400
500
600
700
1989 91 93 95 97 99 2001 03 05 07 09
0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
日帰り客
宿泊客
年間消費額
（千人） （百万円）
（年）
図４ 太良町におけるタイラギの漁獲量の変化
（1981〜2009年）（太良町資料により作成）
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干潟の漁で使用されていた押板を用いた種目を考
案するなど、有明海における伝統的な漁撈文化を
活かしたイベント内容となっている。
こうしたガタリンピックを中心とした地域振興
に関する活動は、ノリ養殖が拡大し、伝統的な漁
撈活動が衰退するとともに、生活様式の変化の中
で取り残されていた干潟と、これにもとづく生業
文化を地域資源としてうまく活用し、有明海沿岸
地域のルーラリティを商品化した好事例と言えよ
う。
一方、太良町におけるカキ焼海道のケースで
は、従来の特産物であったタイラギ等の海産物の
不漁の長期化に伴い、新たな有明海の地域資源と
してカキに注目し、観光客を集めるようになっ
た。
太良町のカキ焼き店は、有明海に面したロード
サイドに立地し、観光客はカキをはじめとする海
産物を、有明海の風景を眺めたり、潮のにおいを
嗅ぎながら食べることになる。つまり、観光客
は、単においしいカキのみではなく、干潟や浅海
の広がる有明海の風景や場所性を含めた地域イ
メージに対価を払っていると言える。事実、有明
海で養殖されたカキとはいえ、もともとは宮城県
産の種ガキを導入したものであり、また、生け簀
に並べられる他の海産物には、有明海以外の産地
のものも含まれており、すべての海産物が目の前
の有明海で獲れたものではない。したがって、こ
の点においても、海と水産物を結び付けた「有明
海らしさ」という、あくまでイメージに価値が存
在すると考えられる。
２．構築される有明海沿岸地域のルーラリティ
すでに明らかなように、両事例に共通すること
は、有明海沿岸地域のルーラリティが、消費者で
ある都市住民の「まなざし」にさらされ、外部か
らの希求によって価値付けられている点である。
Clock and Thrift（1987）や Thrift（1987）が、
「企業や国家機関において権力を有する社会階級
の人々、すなわち、消費の主体である都市住民が
自分たちの好みに応じて農村空間を改変する傾向
にある｣10)、と指摘するように、彼らが観光客と
して求め、イメージする農山漁村像を、そ
・
れ
・
ら
・
し
・
く
・
創り出すことで商品化が成立している。ガタリ
ンピックの干潟という「泥だらけ」になる「舞台
装置」やカキ焼海道における「目
・
の
・
前
・
に
・
見
・
え
・
る
・
海
・
で
・
獲
・
れ
・
た
・
（と思われる）海産物」をその場で自ら
炭火で焼いて食べるという一種の疑似体験とそれ
を提供する場は、非日常的な状況の演出であり、
こうした干潟やカキを含めた空間や場に対価が支
払われていると言える。この非日常的な空間や場
の演出の例として代表的なものが、ディズニーラ
ンドやハウステンボスといったテーマパークであ
る。ただし、今回、事例とした有明海沿岸地域を
含め、多くの農山漁村とテーマパークを完全に同
一視することはできないであろう。ディズニーラ
ンドやハウステンボスの場合、大資本をバックに
地域の文化や自然環境とはまったく無関係な異次
元的な空間を創造するのに対して、農山漁村の場
合、その地域の内外に存在する限られた資源を活
用して、ルーラリティを創り上げていく。篠原
（2011）が、「都会が持ち得ない独特の風景や体験
空間の雰囲気が、外来者を惹きつける」のであ
り、これが「生産物や空間の品質とその保証につ
ながっている」と述べるように、もともとの農山
漁村という舞台そのものがルーラリティを構築す
るための重要な地域資源であり、これを無視した
り、壊してしまえば意味がない11)。
いずれにしても、現代においては、観光客やメ
ディアが求める理想的な農山漁村のイメージが消
費の対象となり（Takayanagi 2010）、そこに新た
なルーラリティが構築されることとなる。有明海
沿岸地域においても、このような現象が芽生えつ
つあることは間違いない。
Ⅴ むすびにかえて
以上、有明海沿岸地域における地域資源として
のルーラリティと商品化について述べてきた。
いわゆるポスト生産主義下においては、農山漁
村をこれまでのような生産空間としてのみ理解す
ることは不可能であり、多面的に評価、価値づけ
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し、把握する必要がある。今回、研究対象とした
有明海沿岸地域においても、同地域を一つの消費
対象として求める都市住民と、これに応じて地域
住民が様々な地域資源を活用しながら「商品」や
「サービス」を作り上げていくという、外部の
「まなざし」と内部の「対応」が見られ、新たな
有明海沿岸地域のルーラリティが生み出されてい
た。
ただし、本研究は、ルーラリティの構築と商品
化について、主として、外部の都市住民との関係
性をもとに考察したものであり、有明海沿岸地域
の人々による内部の対応については、あくまで、
提供された（あるいは創造された）現在の空間や
場についてのみの分析にとどまっている。した
がって、どのようにして、こうした商品化された
空間や場が構築されていったのか、そのプロセス
について、地域内部の関係する人々や組織の意思
決定とその動き、加えて、彼らを取り巻く政治・
経済・社会環境を考慮しながら考察していく必要
があろう。この点については、今後の課題とした
い。
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注
１）これに関して、立川（2005）は、多面的な機能を含め
た農村の再評価について、農業生産というベースから離
れたところで、農村に対する需要が形成され、この需要
に応じて、農村が再構築され、消費されるという現象が
生まれているとし、その変化が「生産主義」から「ポス
ト生産主義」への移行であると述べている。その移行過
程の中に「農山漁村空間の商品化」が位置づけられよ
う。
２）Kikuchi（2010）は、これらのルーラリティの要素に
着目し、横浜市青葉区寺家地区を事例に、大都市近郊に
おける農村空間の商品化について、具体的に検証してい
る。
３）一般的に、ルーラリティという言葉は、農業・農村を
基軸とした「農村性」をイメージしがちだが、本報告で
は、アーバニティ（都市的要素・都市らしさ）に対応す
るものとして、漁業・漁村までを含めたより広義の概念
として使用している（石原 2003，田林 2011）。
４）有明海におけるノリ養殖業の現状については、山下
（2005，2006，2007，2009）による一連の研究に詳しい。
５）有明海における伝統的な漁業については、中尾
（1989）および藤永（2009a，2009b）を参照のこと。
６）オシマサンとは、鹿島市七浦の沖合５㎞ほどに浮かぶ
「沖の島」に祀られる神で、毎年旧暦７月15日の夕方か
ら翌朝にかけて、有明海沿岸の各集落の住民が幟や提灯
を掲げ、船で参拝する（佐賀県教育庁社会教育課
1962）。また、浮立とは、雨乞いと結びついた民俗芸能
で、笛や鉦、太鼓の演奏に合わせて舞い、踊りを奉納す
る行事である（鹿島市史編纂委員会 1974）。有明海沿岸
地域にも様々な形態の浮立が残されている。
７）押板は、「潟スキー」とも呼ばれ、長さおよそ２ｍ前
後、幅およそ30㎝前後の平板であり、先端部分がやや
反っている。片膝をわらで作った膝当て（円座）に乗
せ、もう一方の足で干潟を蹴って進む（佐賀県立博物館
1999）。
８）タイラギは、二枚貝で、水深５〜15ｍの砂泥質の海底
に、殻のとがった方を下に刺さるようにして生息し、最
大で30㎝を超えるまでに成長する。主として貝柱とビラ
と呼ばれる外套膜、いわゆる「ヒモ」を食用とする。
９）特に太良町南部の竹崎地区近海で獲れるガザミは、
「竹崎ガニ」と呼ばれ、観光用の高級食材として流通し、
同地区を中心とした地域の宿泊施設や飲食店で提供され
ている。竹崎地区は温泉でも知られ、温泉とカニ料理を
目当てに県内外から多くの観光客が訪れている。
10）訳は高橋（1999）による。
11）これに関して、Baudrillard（1981）は、「シミュラー
クル」という概念を提唱している。これは、テーマパー
クのように、本物らしく見えながら本物ではない、つま
り、シンボル化あるいは記号化されたもの（オリジナル
なきコピー）を指す。高柳（2007）が述べるように、
「飽和市場状態にある現代における商品」の購入とは、
「物質的な側面のみの消費だけではなく、商品に付随す
る情報や記号も消費している」ことになる。
ただし、この「シミュラークル」の概念が、今回、事
例とした有明海沿岸地域にすべて当てはまるかどうかは
不確かである。「ガタリンピック」や「カキ焼海道」の
形成プロセスを考慮する必要がある。同様のことが、白
川郷などの、実際に人々が生活する場でもある世界文化
遺産にも当てはまろう（藤永 2006）。
参考文献
石原 潤（2003）：『農村空間の研究（上）』大明堂．
藤 永 豪204
鹿島ガタリンピック公式ホームページ．
http://gatalympic.p1.bindsite.jp/（最終閲覧日：2011年
６月４日）
鹿島市史編纂委員会（1974）：『鹿島市史 中巻』鹿島市．
佐賀県教育庁社会教育課（1962）：『佐賀県文化財調査報告
書 第十一集 有明海の漁撈習俗』佐賀県教育委員会．
佐賀県立博物館（1999）：『有明海博物誌』佐賀県立博物
館．
篠原秀一（2011）：北海道羅臼町・標津町における漁村空
間商品化とその地域性．田林 明編『商品化する日本の
農村空間に関する人文地理学的研究 平成19〜22年度科
学研究費補助金（基盤研究）研究成果報告書』
212-223．
高橋 誠（1997）：農村変動とコミュニティ再編―新しい
農村コミュニティ研究に向けて―．地理科学，52，
88-106．
高橋 誠（1998）：空間としての「農村」から農村空間の
社会的表象―農村性の社会的構築に関するノート⑴．情
報文化研究，７，97-117．
高橋 誠（1999）：空間としての「農村」から農村空間の
社会的表象―農村性の社会的構築に関するノート⑵．情
報文化研究，９，79-97．
高柳長直（2007）：食品のローカル性と産地振興―虚構と
しての牛肉の地域ブランド―．経済地理学年報，53⑴，
61-77．
高柳長直・川久保篤志・中川秀一・宮地忠幸編（2010）：
『グローバル化に対抗する農林水産業』農林統計出版．
立川雅司（2005）：ポスト生産主義への移行と農村に対す
る「まなざし」の変容．年報村落社会研究，41，7-40.
田林 明（2011）：商品化する日本の農村空間と研究課題．
田林 明編『商品化する日本の農村空間に関する人文地
理学的研究 平成19〜22年度科学研究費補助金（基盤研
究）研究成果報告書』6-14．
田林 明・藤永 豪（2002）：北陸地方における農業の性
格．人文地理学研究，26，1-23.
中尾勘悟（1989）：『有明海の漁』葦書房．
藤永 豪（2006）：むらの風景が語るもの―世界遺産白川
郷を訪ねて―．非文字資料研究，11，18-19．
藤永 豪（2009a）：有明海における漁民の環境認識―地名
と流し網漁師の事例から―．教育系・文系の九州地区国
立大学間連携論文集，２⑵，1-11．
藤永 豪（2009b）：有明海沿岸漁民の環境利用とその認
識．佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集，
５，191-194．
山下宗利（2005）：有明海におけるのり養殖協業化の進展．
佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集，１，
41-48．
山下宗利（2006）：有明海沿岸域における漁業集落の構造．
佐賀大学有明海総合研究プロジェクト成果報告集，２，
151-158．
山下宗利（2007）：佐賀県有明海沿岸域におけるのり養殖
集落の性格―川副町南川副集落を事例に―．佐賀大学有
明海総合研究プロジェクト成果報告集，３，171-177．
山下宗利（2009）：ノリ養殖の協業化の現状と課題―佐賀
県鹿島市を事例に―．佐賀大学有明海総合研究プロジェ
クト成果報告集，５，167-171．
Baudrillard, J. ( 1981 ) : Simulacres et Simulation. Edition
Galilee. ヴォードリヤール，J. 著，竹原あき子訳
（1984）：『シミュラークルとシミュレーション』法政大
学出版局．
Cloke, P. (1993) : The Countryside as Commondity : New
Rural Space for Leisure. In Leisure and the
Environment : Essay in Honor of Professor J. A.
Patmore, ed. Glyptis, S., London : Belhaven Press. 53-67.
Cloke, P. and Thrift, N. (1987) : Intra-class Conflict in Rural
Areas. Journal of Rural Studies, 3, 321-334.
Hlfacree, K. ( 1995 ) : Talking about Rurality : Social
Representation of the Rural as Expressed by Residents
of Six English Parishes. Journal of Rural Studies, 11,
1-20.
Kikuchi, T. (2010 ) : The Commodification of Rurality and
its Sustainability in the Jike Area, Yokohama City, the
Tokyo Metropolitan Fringe. Geographical Review of
Japan Series B, 82, 89-102．
Kikuchi, T. and Obara, N. ( 2005 ) : Recreating Rurality
around Totoro Woodlands in the Outer Urban Fringe of
Tokyo Metoropolitan Area. ; Sprituality of Rural Space.
Geographical Reports of Tokyo Metropolitan University,
40, 39-52.
Liepins, R. ( 2000 ) : Exploring Rurality through
ʻCommunity ʼ Discourses, Practices and Spaces Shaping
Australia and New Zealand Rural ʻCommunitiesʼ. Journal
of Rural Studies, 16, 325-341.
Matsui, K. (2010) : Commodification of a Rural Space in a
World Heritage Registration Movement : Case Study of
Nagasaki Church Group. Geographical Review of Japan
Series B, 82, 149-166.
Takayanagi, N. ( 2010 ) : Rural Revitalization with
Sunflowers asAmenity Crops in a Japanese Countryside.
Geographical Review of Japan Series B, 82, 78-88.
Thrift, N. (1987) : Manufacturing Rural Geography?
Journal of Rural Studies, 3, 77-81.
有明海沿岸地域における地域資源としてのルーラリティと商品化 205
